
１．業務概要 ⑤建設（機械）
建設機械、AI・ロボット、ICT等による建設事業や災害対応の合理化に関する政策の企画・立案
を行います。
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建設業における担い手減少の中でも、建設機械オペレータの減少が現場の生産性に与える影響
は深刻であり、建設機械施工の省人化は重要な課題となっている。
建設現場の生産性向上に向けて、建設機械施工の自動化・遠隔化技術の現場導入及び技術開発
促進のためのルール整備や、公共工事で必要な技術基準の整備を実施する。

建設機械施工の自動化・自律化・遠隔化技術の普及促進

Before After
人力の作業が多い施工現場

オペレータが建機に搭乗して操縦
施工の目安となる「丁張り」を人力で設置

人力の作業が激減した施工現場

自動化と遠隔化の組合せでオフィスから
1人で複数の建機を稼働
3Dデータに基づく刃先制御で、丁張りも不要

マスプロダクツ型排水ポンプの開発

建設施工における地球温暖化対策の推進

革新的な建設機械イメージ

基本協定調印式（令和３年４月１９日）

マスプロダクツ型排水ポンプ
の実証試験を行うにあたって、
赤羽元国交大臣出席の下、
協定書締結の調印式を令和３
年４月１９日に行った。

ポンプ駆動用エンジン（特注品）

車両用エンジン（量産品）

マスプロダクツ化

低コスト
メンテナンス性向上

「２０５０年までに温室効果ガスの排
出を全体としてゼロにする」との政府
目標の実現に向け、国内産業部門にお
けるCO２排出量の約1.4％を占める建
設施工について、燃費性能の向上によ
る省CO２化に加え、抜本的なシステム
の見直しが必要となっている。
建設施工におけるカーボンニュートラ
ルの実現に向け、動力源を抜本的に見
直した革新的な建設機械（電動、水素、
バイオマス等）の導入・普及を目指す。

近年、全国的に大規模な内水氾濫が発生。迅
速かつ効率的な内水対策の強化がより一層求
められる。
コスト、操作性、メンテナンス性等の向上に
向け、量産品の車両用エンジンを採用した
「マスプロダクツ型排水ポンプ」の開発を令
和３年度から開始しており、令和４年度は、
内水被害が想定される箇所で現場実証を行っ
ている。
量産品の導入により、従来コストを大幅に削
減した排水ポンプの導入が可能となり、地方
公共団体を含めた広範な普及を促進させる。
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２．業務事例 ⑤建設（機械）


